
特
集

197エレクトロニクス実装学会誌　Vol. 16 No. 3 (2013)

1. はじめに

　近年の電子基板では配線の容易さや電源インピーダンス
低減のため，電源プレーンを設けることが一般的である
が，電源プレーンとグランドプレーンは，平行平板共振を
発生させることがある。この共振が IC駆動時の電源電圧の
揺れを外部に放射させ，CISPR (Comite International Special 
des Perturbations Radioelectriques)や，FCC (Federal Commu-
nications Commission)の放射ノイズの規格をオーバーさせ
ることが多々ある。
　この対策としてコンデンサにシリーズに抵抗を置くこと
で，不要なエネルギを熱に変換し，放射ノイズを減らすこ
とが提案されており，これをスナバ回路という 1)。だが，
このスナバ回路定数を決めるにはさまざまな見解や論文 2),3)

がある。これは基板のサイズ，層構成，スナバの数，位
置，容量値などにより放射ノイズを低減する最適な定数が
変わるためである。
　そこで本稿では，必要最低限の配置場所，個数で対策す
ることを前提に，シミュレーション上で放射ノイズを減ら
すスナバの抵抗値を予測する手法について考察した。

2. スナバ回路定数の決定方法

2.1	 理論

　面状の電源－グランドでは，いわゆる平行平板共振が発
生し，インピーダンスが極小及び，極大となる周波数が繰
り返し出現する。一般的に，このインピーダンスが極大，
極小となる周波数では，共振が発生しており，放射ノイズ
が極大となる可能性がある 4)。この入力インピーダンスが
極大および，極小とならない（共振の Q値を下げる）よう
に，適切な定数を持つスナバ回路をプリント配線板 (Printed 
Circuit Board)の電源－グランド間に挿入することにより，
共振時の不要な電磁界エネルギを熱に変換する。その結

果，放射ノイズが低減される。本稿では，適切なスナバ回
路の定数の決定要素として，入力インピーダンスを次項で
述べる変化量合計と平均値を指標として用いた。
　このとき，一般的には，ICの電源－グランド端子から見
た入力インピーダンスを計算，もしくは実測するが，本稿
では，スナバ回路実装位置から，スナバ回路を含めてみた
入力インピーダンスを計算することで，スナバ回路定数を
決めることにした。図 1にスナバ回路からみた入力イン
ピーダンスのイメージを示す。この方法に至った理由は，
ICの電源－グランド端子間の出力インピーダンスが考慮で
きること，スナバ回路を含めることにより，部品実装状態
での評価が可能とることが挙げられる。
　一般的に IC電源－グランド間のインピーダンスは，非常
に大きいと考えられる。したがって，スナバ回路を PCBの
電源－グランド間に追加して，PCBの電源－グランド間の
インピーダンスを十分に下げる事ができれば，ノイズ源で
ある IC電源部の出力インピーダンスとPCBの入力インピー
ダンス間に不整合が生じる。その結果，ノイズがプリント
配線板に伝達し難くなり，放射ノイズが低減されると考え
られる。
2.2	 評価項目

　スナバ回路からみた入力インピーダンスが最小になる定
数をシミュレーション上で判断するため，以下に示すよう
に，変化量合計と平均値を用いた。

図 1.　スナバ回路からみた入力インピーダンスのイメージ
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